女の子だから？　男の子だから？
学校
中学年②
小


ねらい
性別にとらわれずに生活したり，周りの人に接したりすることができるようにする。
準備するもの　
筆記用具







	主な学習活動
	留意点等

	１　これまでに「女の子／男の子らしく」，「女の子／男の子なんだから」，と言われた場面を想起する。

２　めあてを確認する。
女の子，男の子ではない「自分らしさ」を見つけてみよう。

	（例）
「女の子らしくおしとやかに。」
「男の子なんだからメソメソしな
いの。」




	３　「女の子だから（男の子だから）○○しないといけない。」ということについて考える。ワークシートに記入し，性別による思い込みや決めつけについて話し合う。
⑴　ワークシートに自分の考えを書く。
　⑵　グループで共有し，性別による思い込みや決めつけをしないためにはどうすればよいか話し合う。
　⑶　グループごとに発表する。

４　性と自分らしさについて，確認する。
　※　保健の学習とも関連付けることもできる。【新しいほけん３・４　東京書籍　p.38参照】
○　体の性　　　　　○　心の性
　○　好きになる性　　○　表現したい性
	○　「女の子だから○○しないといけない。」「男の子だから○○しないといけない。」という言葉を黒板に書き出し，言われた時の気持ちや自分の考えをワークシートに記入し，グループで話し合う。
○　子どもたちの意識の中に，「女の子だから･･･」，「男のだから･･･」のイメージをもった言動があることに気付くことができるようにする。
〇　性の在り方はセクシュアリティの４要素の組合せにより，無数に存在することを知る。（p.13参照）
　

	５　まとめをする。
性別にとらわれず，「わたしらしさ」や友達の「その人らしさを」を大切にする。




６　学習を振り返って，思ったことや考えたことを書き，全体で共有する。
	◎　性的指向・性自認について，各家庭において様々な見方・考え方があると思われる。子どもから偏った見方の発言があった際は，その発言を否定せずに，多様な性の在り方について丁寧に説明する。


授業のポイント
一人一人，性の在り方は多様であり，男・女と二分類することはできません。身体の性，心の性，好きになる性，表現する性は，人それぞれ異なります。子供たちが自分の性の在り方を大切にするとともに，他の人の性の在り方を尊重し合う態度や行動につなげていくことができるようにしましょう。






ワークシート　　女の子だから？　男の子だから？




　　　　　　　年　　組　　名前（　　　　　　　　　　　　　）「男の子だから○○○
　　しないといけない。」

「女の子だから○○○
　　しないといけない。」



◆　どのような気持ちになりましたか。自分の思いや考えを書きましょう。





◆　性別による思い込みや決めつけをしないためにはどうすればよいか，グループで話し合いましょう。





【学習をふり返って，思ったことや考えたこと】






[image: C:\Users\00730912\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.MSO\F0D3A239.tmp]「女の子」でもなく「男の子」でもなく，「あなた」は「あなたらしく」。気に入っているところも，気になるところも，全部まるごと「あなたらしさ」ですよ。

それぞれの個性や立場を尊重し，互いの違いを認め合う活動や，互いのよさに着目し，伝え合う活動のような自己肯定感を高める取組を継続していきましょう。
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